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～お客様と共に創る～

長野県環境部と長野県地中熱利用促進協議会との技術懇親会資料



■ 経営理念とは…

「経営理念」は、企業の原点であり、企業の存在意義「志」
を明確にし、行動規範となる原理・原則と言えます。
企業思想の拠り所、つまり「道しるべ」となるものですから、
社内の共通語として全社員へ浸透させ、更にお客様へ「メ
ーカーPISCO」の企業メッセージとして語り続けるものが、
「経営理念」です。2006年10月18日制定。

新本社工場竣

自然環境と協調する中で成長・発展を図る

●地球温暖化防止
・地球資源の枯渇抑止、環境問題への取り組み

環境への配慮
●SDGs（持続可能な開発目標）

エコファクトリーの推進
●再生可能エネルギーの導入

・太陽光発電システム設置（蓄電池含む）
2009年2月～ 2025年5月 1,085kW(全工場計) 

蓄電池 90kW
・地中熱空調システムの導入（高い省エネルギー効果）

2025年5月 HP 90kW

地球環境と共生した企業を目指す

１．地中熱導入のコンセプト



２．会社紹介
① 会社概要

商号 株式会社日本ピスコ

設立 1976(昭和51)年10月18日

資本金 4億8,856万5,000円

従業員数 530名

事業内容 空気圧機器の開発・製造・販売

事業所 本社工場／岡谷市長地柴宮3-15-1

伊那第一工場、伊那第二工場、伊那第三工場

伊那第四工場、伊那インター工場（2026年6月）

営業所 東京、仙台、太田、茨城、八王子、川崎、埼玉、

名古屋、長野、静岡、金沢、大阪、新大阪、京都、

広島、福岡、熊本 17か所

海外 ピスコ台湾、ピスコUSA、ピスココリア、

日本ピスコ台湾、ピスコベトナム、ピスコチャイナ

沿革 再生可能エネルギー

太陽光発電 2009年2月400（長野県最大）

2013年7月205kW

2022年12月280kW 蓄電池 計90kW

2025年5月200kW 合計1,085kW

地中熱空調 2025年5月90kW（長野県民間最大級）

伊那第二工場

伊那第一工場 伊那第三工場



②新本社工場の紹介

世界へ 未来へつながる SASTAINABLEなモノづくり INNOVATION発信基地を岡谷から
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2025年11月取得予定

設計監理 株式会社創和設計
施工 株式会社マナテック
施工 株式会社角藤

設計監理 株式会社創和設計
施工 株式会社トーエネック
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GSHP-3022URTF

地中熱ヒートポンプ

MD-40

吸収式冷温水器
ランニングコスト

燃料使用量

CO₂排出量

ランニングコスト

灯油使用量

CO₂排出量

157,620円

0.0ℓ

4.56ｔ-CO₂

768,880円

6,040ℓ

17.64ｔ-CO₂

-80％

-100％

-75％

※実績データより ※推定データより

導入設備 比較設備

※電気料金単価：20円/㎾ 灯油料金単価120円/ℓ にて算出しております。

③地中熱ヒートポンプシステムの実績 計測期間：2025年4月～10月

地中熱空調設備 施工：株式会社マナテック 株式会社角藤



GSHP-3022URTF

地中熱ヒートポンプ

※実績データより（四捨五入による誤差はあります。）

導入設備

③地中熱ヒートポンプシステムの実績 計測期間：2025年4月～10月

計測月
（2025年） COP 消費電力量 電力料金 CO₂排出量

4月 12.6 1.3 ｋＷｈ 26円 0.7527㎏

5月 5.5 33.3 kWh 666円 19.281㎏

6月 15.0 593.6 kWh 11,872円 343.69㎏

7月 8.7 2,641.3 kWh 52,826円 1,529.31㎏

8月 7.9 3,058.6 kWh 61,172円 1,770.92㎏

9月 12.9 1,399.8 kWh 27,996円 810.48㎏

10月 25.0 152.9 kWh 3,058円 88.53㎏

※電気料金単価：20円/㎾ CO₂排出係数：0.579 にて算出しております。



17

３．地中熱利用の普及について

弊社では、これまで取り組んできた地球温暖化対策の取組みを継続することに加え、新たに地中熱利用を採用し、
地球温暖化対策と経済性の両立を実現することを目的としています。新本社工場のデザインの象徴スペースあるお客
様の入出口のエントランスホールに地中熱ヒートポンプシステムを導入することにより、来社されるお客様に地中熱ヒー
トポンプシステムによる冷暖房効果を体験いただくことが出来ます。

また、国道20号からのエントランスの景観に注力し、3階まで吹き抜けのガラスのカーテンウォール、螺旋階段、展望
エレベータと夜になるとライトアップされ、螺旋階段の明かりが未来に向かってスパイラルアップしていく姿をイメージし
ている照明効果により、更に注目を浴びております。その大空間に地中熱ヒートポンプシステムの空調を使用すること
で、建物と地中熱ヒートポンプシステムの相乗効果を狙い、より地中熱利用の普及に繋がると考えています。

①地中熱設備により見込まれるCO2排出削減量や効果について
新本社工場は、近傍施設での熱応答試験結果や運用実績などから地中熱利用に適している場所だと考えました。

そして地中熱設備を導入することにより二酸化炭素削減量は、年間20.3tの試算結果となりました。弊社は全社的に環
境負荷の低減に取り組んでおり、地中熱利用により加速化させることができ、従業員の環境意識向上に繋がると考え
ております。また、民間企業の先駆者として弊社が実績を作り、工場見学者や訪問者への地中熱利用の大切さや地中
熱設備のメリットや詳細説明を通じ、また、運転データ解析結果などを弊社ホームページに反映することにより、更なる
地中熱ヒートポンプシステムの普及に寄与したいと考えております。

②補助金を導入することの必要性
地中熱ヒートポンプシステムを導入する際、イニシャルコストの高さが弊害となりました。弊社は環境省の補助金※

を活用させていただきましたが、民間企業が空調設備として自主的に地中熱ヒートポンプを導入することは困難である
ため、補助金の活用と民間企業が活用できる補助金の整備が必須だと感じております。今後、民間企業が活用できる
新しい補助金が整備されることを希望し、先ずはこの長野県から地中熱利用が益々普及していくことを切に願い、弊社
ができることを実施し地中熱利用の普及を推進させていただきます。 ※環境省「令和６年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」



ありがとうございました。
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■ コンセプト …   独創 革新 挑戦 感謝

日本ピスコは４つの柱をもって、社会と共に成長します。

独創的な商品（モノづくり）、サービス（コトづくり）により

PISCOブランドを高めていきます。

空気圧市場、FA（ファクトリーオートメーション）市場、

世界中のお客様により良い商品を提供し続け、

岡谷・諏訪地域から世界に発信します。

成長により雇用を促進し、社員に快適な職場環境を

提供します。更に地域活動へ積極的に参加し、

未来の雇用を創出していきます。

②新本社工場完成

BRANDING（ブランディング）

MARKETING（マーケティング）

RECRUITING＆EMPLOYMENT
（リクルーティング＆エンプロイメント）
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■ 新本社工場の特徴

●デザイン

創的なデザインは、３階建ての特注ガラスのカーテンウォー新
本社の独ル（外壁）、吹き抜けのエントランスホール、螺旋階段に
展望エレベータ等からなる特徴としています。

●地中熱利用

エントランスの大空間の空調に地中熱を利用することにより、大
気中への熱排出を抑え、同時に使用電力量を大幅に削減でき、
環境負荷の原因とされるCO2排出抑制に大きく貢献しています。

●地産地消（太陽光利用）

屋上に太陽光発電設備200㎾を設置し、蓄電池設備60㎾も併設
することにより、生み出した電力を建物内で効率的に使用します。
またソーラーカーポートにも太陽光発電設備と蓄電池設備を設置、
発電した電力は敷地内の外灯やEV充電に使用されます。これら
の設備によりエネルギーの地産地消を目指します。また、ZEBに
も（年間のエネルギーの消費量の収支がゼロ）貢献しています。
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■ 新本社工場概要

[新本社社屋]

構 造 ： 本社社屋 鉄骨造3階＋PH階

防災倉庫 鉄骨造平屋

スロープ 鉄筋コンクリート地下1階＋地上1階

延べ面積 ： 合計12,608.12㎡ （約3,820坪） （115名）

（人員） １F 6,215㎡ （製造1課、プレス課）（41名）

2F 4,001㎡ （開発・技術部）（60名)（長野営）(4名)

3F 2,346㎡ （役員・秘書室、人事・経理課）（10名）

主要設備 ： 太陽光発電設備205kw＋蓄電池設備60kW

EHP熱源機 計2,450kw（電気の空調）＋

GSHP熱源機 計90kw（地中熱の空調）

200Φﾎﾞｱﾎｰﾙ×深さ75m×2×18本＝2,700m

エアコン連携熱交換型全館換気システム

コンプレッサ排熱の暖房再利用設備

EV充電スタンド 35ｋWx1基 25kWx3基（計4基）

そ の 他 ： 全工場連携型電力監視システム

静脈認証型セキュリティゾーン管理システム

[所 在]

住所：長野県岡谷市柴宮3-15-1 〒394-0083

TEL：0266-33-0088（代） FAX：0266-33-0087 URL：https://www.pisco.co.jp
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